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表１  各産業の産業カテゴリーと技術機会 









一般機械  川上（金属） 、水平（機械、精密、電気）、
川下（造船、自動車、飛行機） 
(specialized  精密  水平（機械、精密、電気） 
supplier)  ゴム・プラスチック  川上（化学、機械）、川下（自動車、飛行
機） 
規模集約型産業  食品  川上（非金属）、水平（化学） 
（scale-  自動車  川上（非金属、ゴム） 
Intensive）  金属(鉄鋼･非鉄)(metals)  川上（機械、精密） 
供給者支配型産業  繊維  川上（機械、化学、精密） 
(supplier-  紙  川上（機械、精密） 
dominated)  印刷  川上（機械、電気） 
その他  非金属（nonmetallic）  川上（精密）、川下（電気） 
  造船  川上（金属、機械、精密） 
  飛行機  川上（機械、精密） 
（資料） Pavitt(1989)｢K.Pavitt, Technological accumulation , diversification and organisation in UK 
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表２  各産業の分析対象企業数と特許数 (出願年：1991-2002) 
産業  企業数 公開特許数  登録特許数 
水産・農林業  6  1,463  169  
鉱業   6  1,607  258  
建設業  108  125,034  26,943  
食料品  73  37,629  7,170  
繊維製品  52  151,489  12,763  
パルプ・紙  13  38,759  4,448  
化学  119  691,014  63,126  
医薬品  37  43,650  4,161  
石油・石炭製品  9  18,442  1,974  
ゴム製品  10  81,247  7,506  
ガラス・土石製品  28  110,421  12,804  
鉄鋼  36  309,403  25,833  
非鉄金属  21  183,737  18,352  
金属製品  37  25,783  6,124  
機械  119  460,552  55,200  
電気機器  162  3,771,804  305,348  
輸送用機器  60  522,758  72,895  
精密機器  23  200,003  15,679  
その他製品  45  140,052  16,034  
電気・ガス業  17  57,845  9,370  
通信業  82  53,110  7,938  



















































































表３  分析結果の再現率のマトリックス 
 




Fit  W X 






=                   






=                   













   - 7 -
表４  各産業の一特許当たりの特許引用数とサイエンスリンケージ. 
産業  サイエンスリンケージ 特許引用 
水産・農林業  0.63  2.14  
鉱業   0.16  2.92  
建設業  0.03  1.45  
食料品  1.34  3.67  
繊維製品  0.31  4.18  
パルプ・紙  0.28  7.28  
化学  0.65  8.55  
医薬品  3.08  4.78  
石油・石炭製品  0.39  3.90  
ゴム製品  0.05  2.39  
ガラス・土石製品  0.11  2.32  
鉄鋼  0.15  2.13  
非鉄金属  0.13  2.16  
金属製品  0.01  1.22  
機械  0.04  1.54  
電気機器  0.18  2.08  
輸送用機器  0.04  2.04  
精密機器  0.09  1.88  
その他製品  0.04  1.56  
電気・ガス業  0.14  2.09  
通信業  0.46  1.84  
平均  0.21  2.76  
（注１）サイエンスリンケージは１特許あたりの論文引用数、特許引用は一特許あたりの特許
引用数の産業別平均値を表している。 
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水産・農林業  10.0% 0.5% 0.63  
鉱業   18.3% 1.5% 0.16  
建設業  6.2% 0.4% 0.03  
食料品  10.2% 1.1% 1.34  
繊維製品  14.6% 2.3% 0.31  
パルプ・紙  6.3% 1.2% 0.28  
化学  8.1% 3.9% 0.65  
医薬品  23.0% 8.9% 3.08  
石油・石炭製品  11.9% 0.2% 0.39  
ゴム製品  4.2% 4.2% 0.05  
ガラス・土石製品  9.9% 2.5% 0.11  
鉄鋼  6.2% 1.5% 0.15  
非鉄金属  4.7% 2.5% 0.13  
金属製品  4.9% 1.4% 0.01  
機械  3.9% 4.4% 0.04  
電気機器  5.2% 5.2% 0.18  
輸送用機器  1.8% 4.4% 0.04  
精密機器  2.5% 7.8% 0.09  
その他製品  2.3% 0.9% 0.04  
電気・ガス業  11.6% 0.4% 0.14  
通信業  5.1% 2.2% 0.46  
全産業平均  7.0% 2.0% 0.21  
























図２  各産業のサイエンスリンケージと基礎研究費の比率 
（注１）サイエンスリンケージは１特許あたりの論文引用数の産業別平均値を表している。 











































   - 13 -
【基礎研究開発費比率とサイエンスリンケージの相関係数】 
  相関係数０．６７（１％有意） 
 
【売上高研究開発費比率とサイエンスリンケージの相関係数】 









  相関係数０．８３（１％有意） 
 
【売上高研究開発費比率とサイエンスリンケージの相関係数（製造業のみ）】 









  相関係数０．７８（１％有意） 
 
【売上高研究開発費比率とサイエンスリンケージの相関係数（製造業のみ）】 
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食料品 繊維製品 化学 医薬品 鉄鋼
 
 










































1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
麒麟麦酒 武田薬品工業 三共 味の素
 
 
図７  企業別サイエンスリンケージの時系列変化 
（注１）サイエンスリンケージは１特許あたりの論文引用数の企業別平均値を表している。 
（注２）公開特許を対象とした分析結果 
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日本電信電話 キヤノン 日立製作所 トヨタ自動車
 

























が高く）、それゆえに、売上高研究開発費も高く、かつ基礎研究費を重視している産業である  - 18 -
ということができるが､売上高研究開発費が高いことは、 必ずしも科学依拠型産業の特徴ではな
いと考えられる。 
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